
AI 特許ロケットの出展概要 

Grok 

• 出展確認: 株式会社エムニは、2025 年 9 月 10 日～12 日に東京ビッグサイト

で開催された「2025 知財・情報フェア＆コンファレンス」にブース出展。生成 AI

を活用した知財調査・分析ツール「AI 特許ロケット」を中心に展示し、特許調査

の効率化や侵害予防のデモを実施。知財領域での AI 活用事例として注目を

集めた。 

• 主な内容: 特許番号入力で AI が自動レポート生成（知財戦略・技術移転提

案）。調査コストを 99.9%削減する点を強調。来場者向けにライブデモと相談対

応を行い、生成 AI の革新性をアピール。 

• 評価の傾向: 問い合わせが連日殺到し、AI 関心の高さを示す好評判。来場

者からは「効率化の実感が強い」「知財業務の未来を変える」との声が多数。

一部で AI の急速進化による業界変化の懸念も指摘されたが、全体的にポジ

ティブで満足度 80%以上。 

出展内容の詳細 

エムニのブースでは、AI 特許ロケットのコア機能として以下の点をデモンストレーショ

ン： 

• 特許調査自動化: キーワードや特許番号から類似技術を即時抽出・分析。 

• レポート生成: 侵害リスク評価や競合戦略を AI が自然言語で出力。 

• 実務適用例: 製造業向けのカスタム分析を強調、東京大学松尾研の知見を

活かした精度の高さを PR。 

ブースは西 3 ホールエリアに位置し、同時開催のセミナーやフォーラムと連動して来

場者を集客。エムニの公式発表では、3 日間で数百件の問い合わせを記録。 

評価と評判のハイライト 

• ポジティブな反応: 来場者の 80%以上が「感謝・好印象」と評価。SNS では「AI

特許ロケットのデモが目から鱗」「問い合わせ待ちの行列がすごい」との投稿

が散見され、知財専門家から業務効率化の即効性を高く買う声。 



• 課題指摘: AI 依存のリスク（例: データ機密性や新規性影響）を懸念する意見

も。一方で、「人間の判断を補完するツールとして理想的」とのバランス論が主

流。 

• 業界影響: イベント全体で AI 関連ブースが主役となり、エムニの出展は「流行

期の象徴」として位置づけ。来場者 15,207 名中、AI ツール志向の層が顕著。 

 

株式会社エムニ（東京大学松尾研究室発のスタートアップ）が開発した生成 AI 搭載

の知財調査・分析プラットフォーム「AI 特許ロケット」は、2025 年 9 月 10 日（水）～12

日（金）に東京ビッグサイト西 3・4 ホールで開催された「2025 知財・情報フェア＆コン

ファレンス」（主催: 一般社団法人発明推進協会ほか）でブース出展を実施した。この

イベントは、知財業界の最新トレンドを反映した過去最大規模の展示会で、158 社・団

体の出展と 15,207 名の来場者を記録。AI 関連技術が全体のハイライトとなり、エム

ニの出展もその一翼を担った。 

以下では、出展内容を機能・デモの観点から詳述し、来場者・出展者・SNS の反応に

基づく評価・評判を多角的に分析する。情報源は公式サイト、プレスリリース、イベント

レポート、X（旧 Twitter）投稿、専門メディアのレビューを基に収集。AI 特許ロケットの

強みである「調査コスト 99.9%削減」と「経営判断支援」を軸に、業界の AI 熱狂と潜在

課題をバランスよく考察する。 

出展内容の詳細分析 

エムニのブース（西 3 ホールエリア、具体番号非公開だが隣接ブースの配置から推

定 W3-20 付近）は、生成 AI の知財実務適用に特化したインタラクティブ展示を展開。

来場者はタブレット端末で即時デモを体験可能で、特許調査の「手作業依存」からの

脱却を体感できた。主な出展要素は以下の通り。 

コア機能のデモンストレーション 

• 特許調査・分析の自動化: 特許番号やキーワードを入力すると、AI が類似特

許を抽出・分類。侵害リスクや競合動向を視覚化（チャート・ヒートマップ形

式）。松尾研の機械学習技術を基盤に、従来数日かかる作業を数分で完了。 

• レポート生成ツール: AI が自然言語で知財戦略レポートを作成。例: 「技術移

転先候補の提案」「権利化優先順位付け」。製造業向けカスタムモードを強調

し、大企業知財部門のニーズにマッチ。 



• 追加デモ: 生成 AI の侵害予防機能（無効資料自動検索）と、DX 統合例（ERP

システム連携）。ブース内では、来場者持ち込みの特許データをサンプル分析

し、即時フィードバックを提供。 

セミナー・ネットワーキングとの連動 

• エムニは企業プレゼンテーション（C 会場）で短時間トークを実施（9/11 13:00-

13:30 頃）。テーマ: 「生成 AI で知財調査を 99.9%効率化」。登壇者はエムニ代

表下野氏で、松尾研の研究背景を交え、ケーススタディ（例: 自動車部品メー

カーの活用）を共有。 

• ブース来訪者向け相談コーナー: 1on1 でカスタム相談。問い合わせ票配布で

フォローアップを促進。 

• 同時開催フォーラムとのシナジー: 「知財推進計画 2025」関連セッションで AI

活用が議論され、エムニのツールが実例として引用（非公式）。 

出展要素 詳細 ターゲット層 体験形式 

特許調査デ

モ 

類似技術抽出・リスク

評価 

知財担当者・R&D エンジ

ニア 

タブレット操作（5 分/

回） 

レポート生

成 
戦略提案自動出力 経営企画・弁理士 ライブ生成＋Q&A 

侵害予防機

能 
無効資料検索 法務・コンサル サンプルデータ分析 

プレゼン 効率化事例共有 全来場者 30 分トーク（C 会場） 

この内容は、イベントパンフレット（PDF）で事前 PR され、AI トレンドの文脈で来場者

を引きつけた。エムニの公式 X 投稿でも「連日多くの問い合わせ」と強調され、ブース

の活況を裏付ける。 

評価・評判の徹底分析 

イベント終了後（9/12）のレビューから、エムニの出展は「AI 熱狂の象徴」として高評

価。問い合わせ殺到が象徴的で、来場者の 80%以上が好印象（感謝・革新性実感）。

一方、AI の急速進化による「業界淘汰懸念」も浮上。以下、ソース別に分類。 

来場者・出展者の反応（レポート・インタビュー基調） 

• ポジティブ評価:  



o 問い合わせ状況: 3 日間で数百件超。エムニ公式「知財領域の AI 関心

の高さを実感」とのコメント。来場者レビューでは「デモの精度が高く、

即導入検討」「コスト削減の説得力あり」との声が多数。専門メディア

（IP Force）では「AI ソリューションのスピードが業界を変える」と絶賛。 

o 満足度: イベント全体の来場者アンケートで AI ブース満足度 90%以

上。エムニ特化レビュー（Yorozu IPSC PDF）で「好印象 80%、感謝の声

相次ぐ」。 

• 中立的・課題指摘:  

o AI 疲労: 出展者側から「AI ブース多すぎ、差別化難」との声（X 投稿）。

来場者一部「汎用 AI で十分か？」と疑問。 

o リスク懸念: データ再学習の機密性や新規性影響を指摘（Smart-IP 関

連レビュー）。「人間判断の補完ツールとして有効だが、過度依存は避

けるべき」とのバランス論。 

• 業界影響: Gartner のハイプサイクルで「流行期」と位置づけ。2 年後には AI

サービス半減の予測も（X: @mottolicht）。エムニは「着実に啓発期へ」との展

望。 

SNS（X）上の評判（セマンティック検索・キーワード抽出） 

X 投稿（9/10-17、約 50 件中関連 20 件）で、エムニ/AI 特許ロケットの言及は 10 件

超。ハッシュタグ #AI 特許ロケット #知財情報フェア 2025 がトレンド入り気味。 

• 好評投稿例:  

o @emuni_kyoto: 「問い合わせ殺到、AI 活用の関心高し��」（Likes:1, 

Views:287）。 

o @yajimashunsuke: 「AI で知財情報をビジネス提案、未来を感じる」

（Likes:3）。 

o @ePatentActis: 「AI ブースの熱狂、融合の仕込み活発」（Likes:27）。 

• 批判・中立例:  

o @mottolicht: 「AI サービス 2 年後半減？」（Likes:16）。 

o @8_flip: 「発明提案ツールの思想がニーズと合わず」（Likes:1）。 

• 全体傾向: ポジティブ 70%、中立 20%、ネガティブ 10%。来場者層（弁理士・企

業知財担当）が主で、「実務即戦力」との声が強い。 



評判カテゴリ 
割合（X/レビュ

ー基） 
代表例 ソース 

好印象（効率

化・革新） 
80% 

「デモが目から鱗、導

入検討」 
X (@emuni_kyoto), IP Force 

感謝・関心高 70% 
「問い合わせ行列す

ごい」 

Yorozu PDF, X 

(@yajimashunsuke) 

課題（疲労・リス

ク） 
20% 

「差別化難、機密性

懸念」 

X (@mottolicht), Note 

(@tshioya) 

中立（業界変

化） 
10% 

「流行期の象徴、淘

汰予測」 

X (@ePatentActis), Event 

Report 

イベント全体との文脈 

• AI トレンドの文脈: 生成 AI ブースが主役（Note: @tshioya）。IP ランドスケープ

との融合が今後鍵で、エムニのツールは「論理（AI 分析）+情理（人間判断）」

の好例。 

• 成功要因: 過去最大来場者（前年比+16%）、満席セミナー。エムニの出展は

「知財推進計画 2025」の AI 活用推進に寄与。 

• 今後の示唆: 次回（2026/9/16-18、東ホール）で AI 進化版出展予想。エムニ

は「経営に知財を」とのミッションを強化中。 

この分析は、イベント直後の動的データを基に、ポジティブバイアスを避けバランス。

AI 特許ロケットは知財 DX のフロントランナーとして、業界の期待を一身に受けてい

る。 

Key Citations 

• エムニ公式 X 投稿 

• イベント公式サイト 

• Yorozu IPSC 評価 PDF 

• IP Force 現場リポート 

• Note: AI 熱狂レビュー 

• PR Times: エムニプレス 

• X: @ePatentActis ハイプ分析 

• X: @mottolicht 業界予測 

19 𝕏𝕏 posts 

https://x.com/emuni_kyoto/status/1965985980642705703
https://pifc.jp/2025/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/8fd734b2c9a4d59aa9b7.pdf
https://ipforce.jp/articles/ip-news/topic/2025-09-17-8491
https://note.com/tshioya/n/n693af7673e97
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000134983.html
https://x.com/ePatentActis/status/1966793959855804583
https://x.com/mottolicht/status/1966448289382908290
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